
次
回
は
重
点
領
域
の

　
　
　
　
　
　
紹
介
を
し
ま
す
。

■
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
と
は

　

市
民
の
誰
も
が
幸
せ
で
あ
る

と
実
感
し
、安
心
し
て
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、食
生
活
や
運
動
習

慣
等
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
、健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
で
あ
る「
健
康
寿
命
」を

延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。ま

た
、家
庭
や
学
校
、地
域
、職
場

等
、社
会
全
体
が
そ
の
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、平
成
25
年
度
〜

平
成
29
年
度
の
５
か
年
計
画
で

す
。す
べ
て
の
市
民
の
健
康
増
進

と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
、「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」と
い
っ

た
個
人
の
取
組
に
対
し
、社
会
全

体
で「
健
康
づ
く
り
」を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
の
指
針
で
す
。

　

ま
た
、生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢

性
疾
患
や
そ
の
予
備
群
の
減
少

を
目
指
す
た
め
に
、一
次
予
防

（
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
健
康
を

増
進
し
、生
活
習
慣
病
等
の
発
生

そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
）や

慢
性
疾
患
予
備
群
へ
の
ケ
ア
等

を
重
点
と
し
た
対
策
を
示
す
も

の
で
す
。 健

康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン（
第
２
次
下
野
市
健
康
増
進
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た（
そ
の
１
）

■計画の体系図

健康的な生活習慣を実践し、幸せを実感できる人を増やします。
1健康週間を実践できる人の増加

働き盛りの人の死亡を減少させます。
2壮年期死亡の減少

健康づくりを推進し、市民の生活の質を向上を図ります。
3生活の質（QOL）の向上

健康で幸せに自分らしく生活できる期間を延ばします。
4健康寿命の延伸

市民の一人ひとりが、積極的に健康づくりを実践し、
　　　　　　　　　「幸せを実感できる生活」をめざします基本理念

◆基本目標

1一次予防の重視

2健康に関わる環境整備の推進

3具体的目標設定による健康づくり

4市民主体の健康づくり

◆基本的な方向性

5
つ
の
重
点
領
域

①栄養・食生活

④喫煙・飲酒 ⑤健康を中心とした生活習慣病の予防
・生活習慣病予防及び重症化予防　・がん検診　・歯の健康

少年期・青年期・壮年期に
着目した取組

②運動 ③休養・こころの健康
　づくり

ライフステージ
ライフステージに応じた

目標の設定

目標設定
具体的施策の推進
具体的施策

健康と幸せ感健康と幸せ感健康と幸せ感健康と幸せ感
「健康」と「幸せ感」は密接な関係があります。

現状値現状値

91.7％91.7％
目標値
平成29年度
目標値

95％以上95％以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■幸せと感じる　■幸せと感じない　■無回答

健康だと思う

健康だと思わない

市民意識調査から

91.791.7 0.29.1

1.940.557.6

　第二次計画では、5つの重点領域の取組を中心とした健康
づくりを推進していくことが市民の「幸せ感」につながると
考え、プラン全体の目標値としています。

健康増進課　☎（52）1116問い合わせ先

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.6
22


